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金沢大学人体病理　原田憲一

金沢大学人体病理の原田です．オンサイト10月13～
15日の日程で参加した第34回 国際病理アカデミー国際
会議（於シドニー）について報告させていただきます．

オーストラリア シドニーへは羽田から10時間弱で到
着．南半球シドニーは春先のため日本との寒暖差はほと
んどなく，時差も 2 時間であり， 3 年ぶりの海外とし

ては最適であった．日本を含めたアジア系のマスク姿がちらほら確認出来る
が，ほとんどの人はノーマスクであり，あらためて異国の地であることを思
い知らされた．空港から列車に乗ってCentral駅で下車，会場であるSydney 
Convention and Exhibition Centreへ直行した．満面の笑みで迎えてくれた
受付嬢からネームカードを受け取り，私の拙い英文で依頼していたJDIAP
ブースを確かめに行くと，なんとも立派なブースが設置されており安堵した．
先にご到着されていた小田先生，松原先生のお陰でIAP Fukuoka 2026宣伝
ポスター，ピンバッチやフライヤーもすでにセッティング済みであり，来訪
者も見受けられた．改めて気付いたことは，会場内でも誰もマスクをしてい
ない．今回の登録参加は20カ国から約1,400名，うちオンサイトは約600名
程度であり，会場も巨大であるため，特に気を付けることもなくsocial 
distanceは自然と保たれているようである．オンサイト初日のお昼には
Opening Ceremonyがあり，先住民アボリジニによるショータイムのあと，
Congress Presidents Dahlstrom and Scolyer, IAP President Osamura, 
President-elect Haleのご挨拶があった．その夜は近隣のMaritime Museum
の眺めのよい場所で，Speakers' and Convenors' Meet and Greetがあり，
organizer, chairman, invited speakerら招待者との親睦会があった． 2 日目
にはInternational Council Committee Meetingがあり，2028 IAP Congress
の投票結果より開催地はカナダ（Toronto）に決定した．その夜は，長村先
生への感謝の気持ちと 2 年間にわたるIAP  Presidentの労をねぎらって，さ
さやかながら小田先生，松原先生とともに地ビールで祝宴を開かせていただ
き ま し た． 最 終 日 の 朝 は 我 々 JDIAPに よ るCompanion Meetingが あ り，
‘Immunohistochemistry or molecular tests for diagnosis and therapeutic 
implication in surgical pathology'のタイトルで，九嶋先生，小田先生，増
田先生，長村先生，原田，松原先生の順で各専門分野の発表が行われた．
JDIAP以外の参加者も10名程度ご参加いただき，長村先生がハンドマイクを
持って質問を受けられていました．学会全体の内容は，毎日Keynote 
lectureが 1 コマずつ，諸臓器やテーマのセッションが 3 日間で28コマ，
Oral Abstract Session 11コマがあった．Morning TeaやLunchの時間帯には，
Exhibition Hallにて豪州ならでのコアラ，クロコダイル，ヘビ，クオッカの
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ベビー達とふれあう企画があり，皆さんが童心に
帰って写真撮影に興じていた．Closing Ceremony
で は，Sydneyか ら 次 回 開 催 国Cancunへ のFlag 
Handover Ceremony，現President Osamuraか ら
新President Halleへの交代式，また長村先生へ
のThe David Hardwick IAP Gold Medal Awardの
授与式があり拍手喝采のもと長村先生への感謝の
意が伝えられた．人生始めて赤道を越えた旅であ
り，南十字星を見忘れたのが心残りではあるが，
数々の感動的なシーンを胸に帰国の途に着いた．
日本からご参加された先生方，皆様有り難うござ
いました．

目　　次

1 ．IAP Congress 2022 in Sydney 参加報告   原田憲一 　  1
2 ．新理事候補決定   吉野　正 　  3
3 ．2022年第 3 回理事会報告   金沢事務局 　  3
4 ．第68回日本病理学会秋期特別総会におけるInternational Poster Session    4
5 ．九嶋先生，長嶋先生，どうも有り難うございました．  小田義直 　  5
6 ．2022年IAP日本支部・病理診断学術奨励賞報告   長尾俊孝 　  5
7 ．2026 Fukuoka CongressのためのSite Visit in Fukuoka   小田義直 　  6
8 ．Upcoming Meetings    7
9 ．JDIAP賛助会員    8
10．編集後記   長嶋洋治 　  8

JDIAPコンパニオンミーティング終了後の記念撮影

長村先生，IAP Presidentお疲れさまでした．
地ビールで感謝．
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新 理 事 候 補 決 定
理事指名委員長　吉野　正

2023年からの新理事候補として，佐賀大学の
相島慎一先生と京都大学の南口早智子先生が選ば
れました（順不同）．委員会のメンバー 8 名の中
で種々議論を進め，従来同様 4 候補とすべく努
力をしたところですが，いろいろと紆余曲折があ
り，最終的に信任投票となりました．いずれの方
もそれぞれの専門分野で本邦を代表する病理医で
あり，これまでも国内外の学会等で種々の活動を
してこられました．今後のより一層のご発展を信
じ，日本支部へのご貢献をお願いいたします．な
お，末筆ながら痛恨の出来事をご紹介しなくては
なりません．香川大学の松田陽子先生は候補とな
ることをご受諾していただきましたが，それから
間もなく突然逝去されました．われわれ一同非常
にショックを受けたところです．ご冥福をこころ
からお祈りいたします．

2022年第 3 回理事会報告
第 3 回理事会
日　時：2022年11月17日（木）
　　　　12時20分～13時10分
場　所：アイーナ　いわて県民情報交流センター
　　　　 8 F　817会議室
出席者： 小田，加藤，清川，都築，長尾，長嶋，

羽賀，原田，松原，湊，森谷，玉野（金
沢事務局）

欠席者： 長村，九嶋，近藤，久岡，柳井，吉野，
大塚（東京事務局）

確認と審議事項
1 ． 次年度の理事，役員の改選…相島慎一先生，

南口早智子先生が新理事として承認された．
2 ． 会計（予算）に関すること…2023年予算案

が承認された．
3 ． 会員に関すること…シニア会員申請者 2 名

が承認された．
4 ． 第62回総会について…開催形式，予定会期

が承認された．
5 ．2023年事業計画…承認された．

1 ）第 1 回理事会
2 ）第 2 回理事会
3 ） 日本病理学会総会でのCompanion Meeting

4 ）第 7 回ふぁんだめんたる病理診断講習会
5 ）第 3 回理事会
6 ）第63回総会
7 ）第63回病理学教育セミナー
8 ）外国との合同カンファレンスおよび協力
　　・日韓合同スライドセミナー
　　・日台合同スライドセミナー
　　・APIAPの支部との交流継続
9 ）2026年Fukuoka IAP Congressへの準備

6 ．会則の一部改正について…承認された．
7 ． その他…理事選挙の低投票率の問題を共有

した．

報告事項
1 ． 庶務報告（2022年10月27日現在）…会員数

1,051名，会費納入者859名（納入率 約87%）
2 ．学術，教育事業
　　・ 第 6 回ふぁんだめんたる病理診断講習会

…外科病理診断講習会はWeb開催，病理解
剖診断講習会は資料発送とemail対応

　　・第62回病理学教育セミナー…Web開催
3 ． 広報活動…News BulletinはHPへの掲載のみ

とし，発刊はNEWSLETTERで会員に周知した．
IAP 日本支部のTwitter 公式サイトを開設し
た．NEWSLETTERも順調に配信されている．

4 ． 研究の奨励，研究・教育・学会活動業績の
表彰

　　・ 2022年JDIAP病理診断学術奨励賞…里見介
史先生（杏林大学医学部病理学教室），岩
﨑晶子先生（東京大学大学院医学系研究科
人体病理学・病理診断学分野），牧瀬尚大
先生（千葉県がんセンター臨床病理部）

5 ． COI委 員 会 報 告 … 審 議 の 結 果， い ず れ も
JDIAPの活動遂行にあたって重大なCOI状態
になく，COIについては問題ないという委員
会の結論となった．

6 ． 第34回IAP Congress 2022 in Sydneyの報告…
JDIAP Companion Meeting 開催，長村President
がPast Presidentへ．またGold Medalを受賞
された．

7 ． USCAPの購読方法の変更について…Modern 
Pathology，Laboratory Investigationの冊子
は廃止され，オンライン版のみとなった．

8 ．2022年事業報告
9 ．その他…国際文献社メールアドレス変更
　　旧メールアドレス：
　　　jdiap-post@bunken.co.jp
　　新メールアドレス：
　　　jdiap-post@as.bunken.co.jp
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理事選挙結果
2022年で任期満了となる九嶋亮治理事，長嶋

洋治理事の後任について理事選挙を行いました．
選挙の結果，相島慎一先生（佐賀大学医学部）と
南口早智子先生（京都大学医学部附属病院）の
2 名が選出されました．新理事の任期は2023年
1 月～2025年12月です．

事務局よりお知らせ
・ IAP日本支部学会事務局のメールアドレスが変

更になります．
　　運用開始日：2022年11月21日
　　　新メールアドレス
　　　「jdiap-post@as.bunken.co.jp」
　　　旧メールアドレス
　　　「jdiap-post@bunken.co.jp」
 （2023年12月末まで）

・ 2023年（令和 5 年）の会費請求書は12月中旬
ごろを予定しております．

　－ 名誉会員，シニア会員の方は会費免除のため
請求はありません．

　－ 専門医資格を取得されたジュニア会員は，
2023年より一般会員へ移行していただきま
す．お手元に届く会費請求書をお確かめのう
えご納入ください．

IAP日本支部学会事務局　担当：平尾
住所：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358－ 5
　　　アカデミーセンター
TEL：03－6824－9374／ FAX：03－5227－8631
Email：jdiap-post@as.bunken.co.jp

第68回日本病理学会秋期特別総会における
International Poster Session

令和 4 年11月17日（木）にアイーナいわて県
民情報交流センター（ 5 Fギャラリーアイーナ）
において，日本病理学会秋期特別総会との共催に
よるインターナショナルポスターセッションが開
催されました．プログラムは以下のとおりです

（*は招待者）．

座長：都築豊徳（愛知医科大学病院病理診断科）
　　　 原田憲一（金沢大学医薬保健研究域医学系

人体病理学教室）

【Chair attended by Toyonori Tsuzuki】
IPS- 1    Accessory thyroid nodules – Some 

insights into the origin and early evolution
  Andrey Bychkov （Dept. Pathol., Kameda 

Med. Ctr., Kamogawa, Chiba, Japan）

IPS- 2   Expression of human epidermal growth 
factor receptor 2 in colorectal carcinoma 
and its correlation with tumor stage 
and grade

  Wan Syahira Ellani Wan Ahmad Kammal* 
（Dept. Diag. Lab. Services, Univ. 
Kebangassan Malaysia Medical Center, 
Kuala Lumpur, Malaysia）

IPS- 3    Podocytopathy in mesangiopathic disease: 
a case series of nephrotic syndrome in 
IgA nephropathy

  Wan Syahira Ellani Wan Ahmad Kammal* 
（Dept. Diag. Lab. Services, Univ. 
Kebangassan Malaysia Medical Center, 
Kuala Lumpur, Malaysia）

IPS- 4   Spatial diversity in histology and gene 
expression profiles of intrahepatic 
carcinoma tumor microenvironment

  Hiep Nguyen Canh （Dept. Hum. Pathol., 
Kanazawa Univ. Grad. Sch. Med., 
Kanazawa, Japan）

IPS- 5   Comprehensive genomic profiling of thyroid 
cancers: proposed a stepwise algorithm 
to identify fusion-positive cases

  Wan-Shan Li * （Dept. Pathol. , Chi Mei 
Med. Center, Tainan, Taiwan）

IPS- 6   P16 IHC predicts HPV status and prognosis 
in oropharyngeal squamous cell carcinoma 
in Taiwan

  Yun-An Chen* （Dept. Pathol. Lad. Med., 
Taichung Veterans General Hosp., 
Taichung City, Taiwan）

【Chair attended by Kenichi Harada】
IPS- 7   Spatial heterogeneity of TILs stratifies 

prognostic immune subgroups of MSI-H 
colorectal carcinomas

  Minsun Jung* （Dept. Pathol., Yonsei Univ. 
College of Med., Seoul, Rep. Korea）
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ISP- 8   The impact of opposing tumor volume 
quantification methods on prostatic 
adenocarcinoma active surveillance 
eligibility

  Allison Kaye Lombridas Pagarigan* 
（Dept. Pathol. Lab. Med., National 
Kidney and Transplant Ins., Quezon 
City, Metro Manila, Philippines）

ISP- 9   Gastrointestinal stromal tumour （GIST）: 
A friendly reminder

  Yium Thavornpitak* （Div. Anat. Pathol., 
Khon Kaen Hosp., Khon Kaen, Thailand）

IPS-10  Evaluation of histopathology features 
and MEST-C score in a patient with 
IgA nephropathy among Mongolians

  Ulzii-Orshikh Namkhai* （The First 
Central Hosp. Mongolia, Ulaanbaatar, 
Mongolia）

ISP-11  Plasmablastic lymphoma as monomorphic 
post-transplant lymphoproliferative 
disorder following pediatric liver transplant

  Agnes Stephanie Harahap* （Dept. Anat. 
Pathol., Faculty of Med. Universitas 
Indonesia, Dr. Cipto Mangunkusumo 
Hosp., Jakarta, Indonesia）

IPS-12   Prevalence of BRAFV600E mutation in 
Asian series of papillary thyroid carcinoma 
– a contemporary systematic review

  Jijgee Munkhdelger （Dept. Pathol., 
Kameda Med. Ctr., Kamogawa, Chiba, 
Japan）

九嶋先生，長嶋先生，
どうも有り難うございました．

小田義直

九嶋先生，長嶋先生には理事および各種委員と
してご活躍いただきまして，また，教育セミナー
などでも大変御世話になりました．お二人の
JDIAPに対する貢献に感謝いたしますとともに，
今後ともご支援の程宜しくお願い申し上げます．

2022年IAP日本支部・病理診断
学術奨励賞報告

病理診断学術奨励賞選考委員長　長尾俊孝

IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞は，当該前
年中に優れた診断病理分野の英文論文を発表した
若手病理医に贈られる大変栄誉ある賞です．本年
は 9 名と例年よりも多くの応募があり，しかも
どの論文もハイレベルでした． 7 名の選考委員
による厳正な審査の結果，下記の 3 名（50音順）
が受賞されました．誠におめでとうございます．
また，選考委員の先生方におかれましては，ご尽
力に感謝申し上げます．なお，病理学教育セミナー
がオンライン形式となったことに伴い，受賞者の
表彰は賞状と副賞（トロフィー）の発送をもって
代えさせていただきました．

氏名：岩﨑晶子
所属： 東京大学大学院医学系研究科人体病理学・

病理診断学分野
論 文：Human leukocyte antigen class I deficiency 

in gastric carcinoma: An adaptive immune evasion 
strategy most common in microsatellite instable 
tumors. The American Journal of Surgical Pathology 
2021; 45: 1213-1220.

受 賞のことば：この度は栄誉ある賞にご選出いた
だきありがとうございます．対象となった論文
は胃癌の腫瘍免疫に関わる因子について大学院
で学位研究として取り組んだ内容です．興味を
持って調べ始めたものの自らの未熟さ故に上手
く行かないことも多く，当時の教授の深山正久
先生，現教授であり直属の指導教員でもあった
牛久哲男先生をはじめ，たくさんの方々のご指
導，ご協力のもとなんとか纏められた次第です．
今後も病理診断，研究，教育に精力的に取り組
んで参ります．

国際ポスターセッションの発表者らと一緒に
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氏名：里見介史
所属： 杏林大学医学部病理学教室
論 文：Utility of methylthioadenosine phosphorylase 

immunohistochemical deficiency as a surrogate 
for CDKN2A  homozygous deletion in the 
assessment of adult-type infiltrating astrocytoma. 
Modern Pathology 2021; 34: 688-700.

受 賞の言葉：この度は2022年IAP日本支部病理診
断学術奨励賞という名誉ある賞を頂戴し，誠に
光栄に存じます．本研究は，国立がん研究セン
ター中央病院の高い診療水準と正確な病理診断
に加え，同研究所との強固な協力体制の賜物で
あり，ご指導をいただきました先生方に深く御
礼申し上げます．遺伝子―形態統合診断が導入
された中枢神経系腫瘍分類の正確な病理診断に
寄与できるよう，今後も研究活動に取り組んで
まいります．

氏名：牧瀬尚大
所属： 千葉県がんセンター臨床病理部
論 文：Recurrent FOS rearrangement in proliferative 

fasciitis/proliferative myositis. Modern Pathology 
2021; 34: 942-950.

受 賞の言葉：このたびは，このような大変名誉あ
る賞を受賞できましたことを大変光栄に思って
おります．ご指導ご鞭撻をくださった皆様，特
に大学院時代から長年ご指導してくださってい
る国立がん研究センター中央病院病理診断科の
吉田朗彦先生にこの場をお借りして御礼を申し
上げたいと思います．今後も，骨軟部腫瘍の組
織像，分化と遺伝子異常の関係に着目して研究
を続けていきたいと考えております．

2026 Fukuoka Congressの
ためのSite Visit in Fukuoka

JDIAP会長，九州大学形態機能病理　小田義直

9 月20日から23日にかけて2026 Fukuoka Congress
開催にあたってIAP Central からのSite Visit（現
地視察）が行われました．IAP Central 側のメン
バーはDr. Robert Osamura （長村先生：President），
Mr. Charles Ramey （Assistant Secretary），Dr. 
Henry Tazelaar （Treasurer），JDIAP側 は 小 田，
松原先生，有高氏（福岡コンベンションビュー
ロー），魚返さん（小田秘書）が対応しました．
直前の台風のため福岡空港への到着が大幅に遅
れ，用意周到に立てたスケジュールを変更する必
要がありましたが， 9 月20日午後から開始する
ことができました．福岡空港はきれいで，市の中
心部までも近く便利であるとのコメントをいただ
きました．空港から宿泊先のホテルオークラへタ
クシーで移動し，昼食の後，ホテルから徒歩圏内
である承天寺，東長寺，博多町家，櫛田神社，川
端商店街などを巡りました．これらのスポットは
とても素敵でShoppingも楽しめると好評でした．
参加者のためにこれら観光スポットの英語版地図
の準備を勧められました．

21日は，遅れていたMr. Rameyもようやく到着
し，この日全員集合しました．

午前中は予定会場である国際会議場の対岸の海
の中道へフェリーで移動しマリンワールド水族館
およびルイガンズリゾートホテルを訪問し，水族
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館を貸切った立食パーティーやルイガンズホテル
でのSocial Eventや小規模なReceptionなどの可
能性の説明を受け，前例がなく面白いと絶賛いた
だきました．しかしながら，実行する場合は移動
手段としてフェリーでなくバス移動を推奨されま
した．午後からはSite Visitの主目的である，予
定会場の福岡国際会議場，マリンメッセB館，福
岡国際センター，サンパレスを視察し，それぞれ
の会場の長短を指摘されました（写真 1 ， 2 ）．
最終的にはPCOと主催側が参加者の数などを参
考にどの会場を使用するか決定していくのが良い
とのコメントでした．

22日，午前中は市内から電車で20分の大宰府
に移動し，太宰府天満宮と九州国立博物館を見学
しました．Day TourなどのTraveling Exhibitions
には最適とのコメントでした．午後は福岡市内の
ホテル視察となり見学可能なRitz Carlton （建設
中），日航ホテル，グランド・ハイアットホテル
を訪問し，それぞれにコメントをいただきました．
福岡市での最後の夕食は市内の有名店で寿司を堪
能 し て も ら い ま し た．22日 の 夕 方 に 今 回Site 
Visitに直接参加できなかったDr. Ray McMahon 

（IAP Central, Secretary）を交えたZoom meeting
を行いました．このmeetingの中で，参加者を増

やすため日本病理学会秋期総会との合同開催，今
後の国際学会でのFukuoka Congressのプロモー
ション，Keynote Lecture演者の早期選定，ハイ
ブリッド開催の検討，参加者同伴者も楽しめる観
光ツアーの企画，会期中交通系ICカードの配布な
どが推奨されました．

23日は福岡空港から羽田もしくは成田経由で
帰国．空港まで便利な地下鉄移動を体験してほし
かったのですが，タクシー移動を希望されました．

3 日間のSite Visitを通じて福岡でのCongress
に関して貴重なコメントをいただきCongressを
企画運営するにあたって大いに参考となりまし
た．福岡コンベンションビューローの有高氏には
今回の観光スポットやホテルの見学にあたり，大
変お世話になり厚くお礼申し上げます．2026年
のFukuoka Congressまでにはまだまだ時間があ
るように見えますが，やらなければいけないこと
が沢山あります．日本の病理医が一丸となって
オールジャパンで準備を進めていく必要があると
思いますので，皆様のご支援とご協力をお願い申
し上げます．

Upcoming Meetings
第112回USCAP Annual Meeting
日時：2023年 3 月11日（土）～16日（木）
場所： New Orleans Ernest N. Morial Convention 

Center （MCCNO）
　　　New Orleans, Louisiana
URL：https://2023am.uscap.org/

第13回Asia Pacific IAP Congress （APIAP）
日時：2023年 6 月16日（金）～19日（月）
場所：Penang, Malaysia
URL：https://www.apiap2023.com/

第35回IAP Congress
日時：2024年10月26日（土）～31日（木）
場所：Cancun, Mexico
URL：https://iap2024.com/

第36回IAP Congress
日時：2026年10月10日（土）～15日（木）
場所：福岡国際会議場
大会長：小田義直（九州大学形態機能病理学）
副大会長：清川貴子（慈恵医科大学病理学）

図 1 ： 福岡国際会議場視察時の集合写真：前列左か
ら松原先生，Dr. Henry Tazelaar，長村先生，
Mr. Charles Ramey，小田

図 2 ： 会場視察後の夕食会：左前列より，有高氏，
魚返さん，長村先生，Mr. Charles Ramey，
右前列より小田，松原先生，Dr. Henry Tazelaar
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URL： https://www.iapjapan.org/meetings/pdf/
poster_2026congress.jpg

日韓合同スライドカンファレンス，日台合同ス
ライドカンファレンスの再開は未定です．

J D I A P 賛 助 会 員
賛助会員としてご支援いただいている下記の企

業・団体様には大変お世話になり，心より感謝申
し上げます．なお，賛助会員の年会費は50,000円
であり，IAP日本支部の発行物などをご紹介させ
ていただいています．私共の活動に賛同し，協力
していただける賛助会員をさらに募集しています
ので，会員の皆様からのご紹介やご勧誘をどうぞ
よろしくお願いいたします．

一般社団法人シーピーエル
株式会社キューリンパーセル
株式会社組織科学研究所
株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー
株式会社日本臨床社
株式会社フィリップス ジャパン
株式会社臨床病態医学研究所
アストラゼネカ株式会社
サクラファインテックジャパン株式会社
ゼク・テック株式会社
平野純薬株式会社
フィンガルリンク株式会社
富士製薬工業株式会社
ホロジックジャパン株式会社
ライカマイクロシステムズ株式会社

編 集 後 記
サッカーワールドカップで眠れない夜が今日も

続く．日本代表の行く末を見届けるまではと執筆
を伸ばしていた編集後記だが，ベスト16にして
敗退を受けて，書き始める．

私は学生時代からサッカー部に所属してい
た.ポジションはゴールキーパー（以下，GK）で
あった．GKは敵の攻撃を最終線で防ぎ，そこか
ら反撃のボールをフィールドプレーヤーにパスす
る重要な役目を持っている．医療における病理医
もまた同じ．疾患を最終診断し，その診断報告書
を担当医に返す，そこから疾患へのカウンターア
タックが始まる．まさに医療のフィールドにおけ
るGKである．ミスをすればすぐにゴールを割ら

れて，患者さんの不利益になるし，いつまでも診
断書を出さないと，遅延行為でイエローカード，
累積すれば退場ものである．たとえ寝不足だろう
が，責任感と誇りをもって，診断にあたっている．

GKはボールの位置によって前後，左右にその
位置を細かく変える．病理医も同じ，患者の情報，
検査所見，手術検体ならば肉眼所見も加え，鑑別
診断を挙げて吟味する．決して，ヤマをかけるこ
となく堅実に守る．時に，フィールドプレーヤー
に指示を出すGKのように，担当医にメッセージ
を送り，鑑別診断の範囲を絞ってもらう．サッカー
ではGKは瞬時の動きが求められるが，病理診断
では時にサポーターに介入してもらうかのように
コンサルテーションをお願いすることもある．と
にかく，状況を重視し，ヤマを張ることなく，①
一番頻度の高い疾患から考える，②そうであって
は困る疾患から除外する，③原因不明の疾患は原
因既知の疾患を除外してから考える，という原則
にのっとって対応する．一発で防ぎきれない攻撃
でも，まずははじき返し，時間を稼ぎ，フィール
ド外からのコンサルテーションによるサポートを
頼みたいし，決定的シュートのような稀少症例に
も備え，学び続けるよう心がけている．

今回のワールドカップではPK戦で勝者を決め
る場面が多く，GKの役割がクローズアップされ
ている．医療においてGKの役割を果たす病理医
だが，日々精進し，標高（標本の高さ）いやます
昭和新山ならぬ令和診山に戦いを挑んでいきた
い．

また， 4 年後には福岡にてIAP総会が開催され
る．ワールドカップが終わったと思ったら， 4
年後，次のワールドカップがすぐやってくると同
じく，IAP Fukuokaも遠くはない．自身の研鑽を
重ねて，臨みたいと思っている．

 （長嶋洋治）

 広報委員会　委員長　久岡正典
 　　　　　副委員長　森谷卓也
 　　　　　　　委員　長嶋洋治
 　　　　　　　委員　近藤哲夫
 　　　　　　　委員　湊　宏　
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